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東京都出身。武蔵野美術短大卒業後、広告代理
店勤務などを経てフリーに。1994年札幌へ。み
とままゆこのペンネームで、水彩、ペン、墨絵、
切り絵など、さまざまなタッチでジャンルにこ
だわらず活躍中。本誌の表紙は、本号テーマ・
イメージによるオリジナル作品。
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外国人との共生社会を考える

　少子高齢化が進む一方で、経済のグローバル化が進展し、人・もの・お金の国際移
動が活発化しています。人口減少によって労働力の担い手が不足していく中で、地域
社会の活力を維持していくためには、外国人材を生かしていくことが重要になってきま
す。2019年 4月には入管法が改正され、外国人労働者の受け入れが拡大されましたが、
日本で生活する外国人は、言語や教育体制、就労環境など、課題は少なくありません。
将来に向けて、地域政策としても外国人との共生のあり方を考えていく必要があります。
　そこで、今回は外国人との共生社会づくりに向けて、その課題や政策として取り組
むべき方向を探っていきます。
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